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栃木県眼科医会理事会(平成25年度第5回) 

 

日 時：平成26年1月15日（水） 午後7時 

場 所：宇都宮市医師会館  

 

出席：原(裕)会長、旭、吉澤(徹)副会長、大久保(彰)、大野、城山、苗加、福島、上田、井岡、高橋（雄）、

斉藤(哲)、堤、早津(宏）、蘇、松島(博)理事、宮下監事   計 17名 

欠席：石崎、安藤、小幡、牧野、後藤理事、鈴木(隆)監事、早津(尚)、田口、柏瀬(宗)、齋藤(武)、佐藤、

川島、妹尾顧問                     計 13名 

           

《会長挨拶》 

 みなさまあけましておめでとうございます。本日の議題のメインは初めて行われる日本眼科医会の代議員

選出の選挙についてです。選挙規定に基づいて会員の先生方に公示を配布して立候補を募ります。新年度ま

でに代議員の選出を粛々と進めて参ります。 

 

《総 務》 

報告：１．栃眼医総務部会開催報告（12月11日(水）宇都宮市医師会館) 

   選挙規定・１次救急規定について・次期役員の件など 

 

２．稲葉光治先生（宇都宮市 稲葉眼科）11月 15日（金）ご逝去。 

  会員へＦＡＸ連絡。当会より弔電、供花、香典 

 

３．会員の変更 

退会 Ｂ 稲葉光治 （宇都宮市 稲葉眼科） 

 

協議：１．平成25年度第２回関ブロ支部長会議、関ブロ連絡協議会の出席者と提出議題 

（3月2日(日)横浜市ホテルキャメロットジャパン） 

支部長会議：原会長   関ブロ連絡協議会：宮下顧問 吉澤副会長  出席 

提出議題は検討中 

 

２．平成26・27年度代議員・予備代議員選挙の件 
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  選挙規定に基づき立候補を募る 平成２６年１月３１日締切 

  定員 代議員２名  予備代議員２名 

 

３．次期役員の件 

安藤理事退任のため後任を募る（複数の女性理事が望ましい） 

 

４．次回理事会の開催日について 

  平成25年度 第6回として 4月16日(水) （総会ガ5月11日(日)） 

 

５．会員の移動・変更の件 

 Ｃ 武村千紘   （獨協医大） 産休・育休のため１２月から１年間 

 

６．会則の変更・選挙規定について 日眼医の公益法人化に対応するため 

会長は総会において会員から選出され、副会長・理事・幹事は会長が推薦（指名？）する 

  会則変更および選挙規定については総会で決議する 

 

《経 理》 

報告：１．平成25年度栃眼医忘年会収支報告 

Ａ会員12名  Ｂ会員 4名  Ｃ会員2名  そのほか4名   

会費合計184,000円 

 

２．各都道府県眼科医会活動助成金について 

  日眼医事務局から１０万円 １２月１３日付で振り込まれた 

  栃木県医師会から生涯教育助成金 １０万円届いている 

 

３．平成25年度日本眼科医連盟交付金について 

  日眼医連盟から交月金28,000円 12月26日(木)付で振り込まれた 

 

４．栃木県眼科研究会（平成26年1月10日(金)） 

  ＡＢ会員37名   Ｃ会員１名  参加   

講師謝礼⑳万円＋源泉  栃木県眼科医会より不足分８７５００円補填した 
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協議：１．平成25年度栃眼医決算報告案作成の件 

昨年とほぼ同様です。まだ年度末ではないので正確な集計は済んでいません。 

概要は 会費収入 ４５０万円  一般会計残金６２５万 繰越金 ３２２万   

 

２．平成26年度栃眼医予算案作成の件 

前年度と同じ事業計画・予算案  

ホームページの維持管理に約７万円新たに必要ですが、今までかかっていた一次救急のタク

シー代50万/年が補填される 

 

《学 術》 

報告：１．第66回栃木県眼科医会集談会（11月15日(金) 宇都宮市医師会館） 

特別講演 「フェムトセカントレーザーによる角膜治療の現状」 

           獨協医科大学眼科学教室 教授 妹尾 正 先生 

一般演題  ６題 

 

２．第50回栃木県眼科医会研究会の件（1月10日(金)日本アルコンと共催、宇都宮グランドホテ

ル） 

「強度近視における黄斑疾患の考え方と手術治療」 

    大阪大学大学院医学研究科脳神経感覚外科学（眼科学）講師 生野 恭司 先生 

「角膜手術適応の考え方」 

    東京大学大学院医学研究科 角膜移植部 部長 山上 聡 先生 

 

協議：１．栃木眼科セミナー(自治医大、興和創薬共催、当会後援 2月14日(金))の件 

     ミニレクチャー 「自治医大眼科外来における強膜炎患者の臨床像」 

         自治医科大学眼科学講座 講師 吉田 淳 先生 

特別講演   「糖尿病網膜症：最近の話題」 

         九州大学大学院医学研究科 眼科学分野 教授 石橋 達朗 先生 

 

２．第23回下野眼科談話会の件（獨協医大、参天製薬共催、当会後援、2月28日(金)宇都宮グラ

ンドホテル）  
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小原教授の一周忌もかねて行う。水晶体中心の演題となる。 

  特別講演   「白内障研究－透明水晶体の維持のために」 

               岩手医科大学眼科学講座 教授 黒坂 大次郎 先生 

  一般演題    ３～４題 

  今回は会場が宇都宮になる。 

 

３．第69回栃木県眼科集談会の件(5月11日(日)自治医大) 

 

４．第51回栃木県眼科医会研究会の件 

 

《医療安全対策及び福祉》  

報告：１．栃眼医忘年会開催報告（12月6日(金)ホテルニューイタヤ） 

     18名の参加 

次年度は平成26年12月5日(金)にホテルニューイタヤで予定 

    

   ２．平成２６年眼科コメディカル講習 

１月13日(月)から開始（全5回） 

 

協議：１．第80回栃眼医ゴルフコンペについて 

     4月20日(日) 宮の森カントリークラブで開催予定 

 

《保 険》 

報告：１．薬価基準の追補収載について 

    ■厚生労働省告示第３５７号（平成 25年 11月 19日付／官報第６１７４号）より     

※外用薬品名 会社名 規格・単位 薬価(円)  備考 

アレジオン点眼液 0.05％ 参天 0.05% 1mL  385.8 抗アレルギー点眼

剤 

アゾルガ配合懸濁性点眼

液 

アルコン 1mL  438.2 緑内障、高眼圧症

治療剤 

 

■厚生労働省告示第３７３号（平成 25年 12月 13日付／官報号外第２７３号）より    
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※外用薬品名 会社名 規格・単位 薬値(円) 備考 

オフロキサシン点眼液

0.3％「JG」 

長生堂＝日本ジ

ェネリック 

0.3% 1mL  43 広範囲抗菌点眼剤 

オフロキサシン点眼液

0.3％「日医工」 

日医工 0.3% 1mL  53.1 広範囲抗菌点眼剤 

オフロキサシン点眼液

0.3％「日新」 

日新：山形 0.3% 1mL  43 広範囲抗菌点眼剤 

カルテオロール塩酸塩 LA

点眼液 1％「わかもと」 

わかもと 1% 1mL  281.8 緑内障・高眼圧症

治療剤 

カルテオロール塩酸塩 LA

点眼液 2％「わかもと」 

わかもと 2% 1mL  398.3 緑内障・高眼圧症

治療剤 

ケ ト チ フ ェ ン 点 眼 液

0.05％「SW」 

沢井＝わかもと 3.45mg 

5mL 1瓶 

296.9 抗アレルギー点眼

剤 

ケ ト チ フ ェ ン 点 眼 液

0.05％「日医工」 

日医工 3.45mg 

5mL 1瓶 

242.3 抗アレルギー点眼

剤 

 

２．参天製薬のアイリーアの適応追加の承認について（11月 22日(金)） 

CRVOに対しても使用可 

 

３．平成 25 年度都道府県眼科医会介護・在宅医療担当理事連絡会」の出席者と議題提出につい

て 

  バーチャル会議で行われる。吉澤副会長が参加。 

 

４．「平成 25年度 都道府県眼科医会健保担当理事連絡会提出議題」に対する日眼医見解の送付

について 

2月 20日(木)発行の「日本の眼科」第 85巻第 2号に『記録』として掲載する予定。 

 

協議：１．平成26年度全国審査員連絡協議会（5月25日(日)東京プリンスホテル） 

   井岡理事 議題募集中 

  



 

- 6 - 

２．平成 26年度 関ブロ保険会議について（6月 15日(日)幕張） 

   

《広 報》 

報告：１．会報47号について 

巻頭言：原会長、 随筆担当者：早津先生にお願する。 

 

協議：１．平成25年度関ブロ会報編集委員会の件（2月2日(日)新横浜プリンスホテル） 

 

２．ホームページリニューアルの件 

１月中には会員ページのアップ終了 

会員各自に仮パスワードを送付。 

経費は医事対策費から支出 

 

《学校保健》 

協議：１．「眼科検診の留意事項」会員への発信の件 

   会員に送付 

 

《公衆衛生》 

報告：１．地域医療に係わる県民協働事業費補助金実績報告書提出の件 

     「目の愛護デー」関連行事に対して申請 堤理事 

 

２．とちぎロービジョンネットワークの会から情報交換会の議事録送付 

   鈴木重成先生からご報告いただいた。 

 

協議：１．平成26年度「目の愛護デー」記念行事日程の件 

  平成26年10月5日（日）会場を13時～17時確保 

 

２．一次救急の件 

規程と当番日：１年間の休日診療日と担当医の数がほぼ同じため、ローテーションに不平等

が生じる。ローテーションをずらして同じ先生が年末年始などいつも同じ時期に当たらない

ようにする。 
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３．次回とちぎロービジョンネットワークの会から情報交換会の件 

日 時：平成26年1月25日 18時から21時 

会 場： 宇都宮市総合福祉センター 

演題Ⅰ：「視覚障害者のスポーツ」 

鈴木重成先生（獨協医科大学） 

演題Ⅱ:「視覚障害者への調剤・服薬指導の実践」 

岩瀬利康先生（獨協医科大学薬剤部） 

 

《医療対策》 

報告：１．平成25年度 医療機器・販売管業等の管理者に対する継続研修会 開催報告（12月1日(日)

とちぎ健康の森講堂) 

 参加96名  

 

協議：１．医療機器・販売管業等継続研修会運営費について 

平成26年12月7日(日) 

 

２．日眼医より依頼の「平成25年度 日本眼科医会 第2回医療対策委員会への議題提出」の件 

 

《勤務医》 

報告：１．第 14回全国勤務医連絡協議会（11月 24日(日)、東京コンファレンス センター・品川）出

席 

新専門医制度への移行についての報告があった。 

 

協議：１．平成26年度栃木県眼科手術談話会（5月23日(金) 

 

《日眼医連盟》 

報告：１．日眼医連盟より「日本眼科医連盟 平成25年度第10回執行委員会 摘録」送付（12月20日

(金)） 

 

２．日眼医連盟より「日本眼科医連盟 平成25年度第11回執行委員会 摘録」送付(12月20日
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(金)） 

 

３．日眼医連盟より「平成25年度 日本眼科医連盟協議委員会 」摘録送付（1月7日(火)） 

 

 

《その他》  次回理事会は 4月 16日(水)に開催する。 

 

（福島一哉 記） 

 


